※相談員宛へ送付する際は、PWを付けてください。　　　　　　取扱注意
ハラスメント相談申込フォーム
申込年月日：令和　　年　　月　　日
	相談者氏名
（訴え者）
	

☐匿名希望
＊調整や調査を希望する場合は、匿名での対応はできません。
	所属
	

	電話
	
	メール
	

	行為者氏名
（被訴え者）
	
	所属
	

	相談内容

・事実関係及び具体的な言動（いつ、どこで、どのような言動等があったか）

・上記言動を証明できるもの（目撃者や証人等、他の関係者の有無について）
	（「ガイドライン」の例示（12頁から13頁及び18頁から19頁）を参考に、次の例のような形で相談項目を挙げ、それぞれの項目について、どのようなことがあったのか（いつ、どこで、被訴え者が、訴え者に対して、どのようなことをしたのか）をできるだけ具体的に書いてください。例示に記載されていなくても、ハラスメントに該当すると思うことは「その他」として記載ください。項目ごとに整理が難しい場合は、時系列等、まとめやすい形でお書きいただいて構いません）

例：
１　「人格や尊厳を傷つけるような言動を行う」
1 いつ、どこで、被訴え者が、訴え者に対して、どのようなことをしたのかを、できるだけ具体的に
証拠：（あれば。なに）　証言してくれそうな人：（いれば。だれ）
2 いつ、どこで、被訴え者が、訴え者に対して、どのようなことをしたのかを、できるだけ具体的に
証拠：（あれば。なに）　証言してくれそうな人：（いれば。だれ）

２　「過度な仕事量を強要するなど、健康を危険にさらす」
1 いつ、どこで、被訴え者が、訴え者に対して、どのようなことをしたのかを、できるだけ具体的に
証拠：（あれば。なに）　証言してくれそうな人：（いれば。だれ）
2 いつ、どこで、被訴え者が、訴え者に対して、どのようなことをしたのかを。できるだけ具体的に
証拠：（あれば。なに）　証言してくれそうな人：（いれば。だれ）
……
ｎ　その他
1 いつ、どこで、被訴え者が、訴え者に対して、どのようなことをしたのかを、できるだけ具体的に
証拠：（あれば。なに）　証言してくれそうな人：（いれば。だれ）
2 いつ、どこで、被訴え者が、訴え者に対して、どのようなことをしたのかを。できるだけ具体的に
証拠：（あれば。なに）　証言してくれそうな人：（いれば。だれ）

	求める対応・要望（複数可。内容により要望に応えられ場合もあります）
	☐所属長による指導・注意
☐所属長による調整
☐調査委員会による調査
☐行為者の謝罪
☐行為者の処分
☐研究室や部署等の異動（誰を、誰が、どこへ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐その他（具体的にお書きください）







